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平成
２５
年度  

短
期
併
任
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
八
重
瀬
町
職
員
短
期
併
任
委
嘱
状
交
付
式
が
５
月
14
日
、
役
場
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
那
覇
県
税
事
務
所
の
職
員
（
久
高
尚
也
さ
ん
、
古
波
蔵
誠
さ
ん
、
大
村

美
枝
さ
ん
、
新
垣
司
さ
ん
、
伊
智
綾
香
さ
ん
）
が
、
町
税
務
職
員
と
し
て
併
任
し
、
町

県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
徴
収
業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
委

嘱
期
間
は
、
５
月
14
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
）。
町
税
務
課
と
連
携
し
滞
納
処
分
を

行
い
ま
す
。
特
に
、
①
預
金
の
差
押
え
、
②
給
与
の
差
押
え
、
③
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
④

不
動
産
等
の
差
押
・
競
売
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。

　

更
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
八
重

瀬
町
は
、
自
主
財
源
の
確
保
、
税

の
公
平
・
公
正
を
確
保
す
る
目
的

で
、
長
期
滞
納
者
を
は
じ
め
、
高

額
な
滞
納
者
、
悪
質
な
滞
納
者
に

対
す
る
滞
納
処
分
を
徹
底
す
る
た

め
に
、
特
別
滞
納
収
納
係
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
分
割
納
付
を
は
じ
め
、

納
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
役
場

（
本
庁
舎
）
収
納
係
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

4
月
15
日
、
役
場
本
庁
舎
に
お
い
て
糸

満
地
区
防
犯
協
会
八
重
瀬
支
部
（
喜
屋
武

成
幸
支
部
長
）
に
よ
り
、
町
内
の
各
小
学

校
へ
防
犯
・
安
全
用
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
内
で
防
犯
や
生
活
安
全
に
貢
献
す
る

団
体
と
し
て
、
東
風
平
、
具
志
頭
、
新
城
、

白
川
の
4
小
学
校
が
サ
ス
又
や
メ
ガ
ホ
ン
、

の
ぼ
り
旗
と
い
っ
た
備
品
の
贈
呈
を
受
け

ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
地

域
環
境
を
実
現
す
る
た
め
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

②
天
気
予
報
や
気
象
情
報
で
、
大
雨
の
危
険
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
大
気
の
状
態
が
不
安
定
」
や
「
落
雷
や
突
風
、
急
な
強
い
雨

に
注
意
」
の
よ
う
な
予
報
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
水
辺
で
の

レ
ジ
ャ
ー
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
外
出
前
や
外
出
先
で
は
、
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し

て
、
常
に
最
新
の
気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す
。

●
自
ら
空
や
川
の
様
子
を
観
察
し
、
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

●
川
遊
び
中
に
大
雨
が
降
っ
た
際
、
急
に
河
川
が
増
水
す
る
こ
と

か
ら
、
橋
の
下
に
避
難
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

●
雷
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
川
遊
び
を
計
画
を
中
止
す
る
勇

気
も
大
切
で
す
。

①
こ
ん
な
と
き
は
要
注
意
！
す
ぐ
に
水
辺
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

●
真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
き
、
周
囲
が
急
に
暗
く
な
る
。

●
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
雷
光
が
見
え
た
り
す
る
。

●
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
冷
た
い
風
が
吹
き
出
す
。

●
大
粒
の
雨
や
「
ひ
ょ
う
」
が
降
り
出
す
。

　

局
地
的
な
大
雨
は
、
積
乱
雲
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。
積
乱
雲
に
よ
っ
て
急
に
強
い
雨
が

降
る
と
、
雨
水
が
低
い
場
所
へ
一
気
に
流
れ
込
む
た
め
、
短
時
間
の
雨
で
も
重
大
な
災
害
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

河
川
や
河
川
に
近
い
低
地
で
活
動
を
行
う
際
は
局
地
的
な
大
雨
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

沖
縄
で
も
度
々
、
河
川
の
急
な
増
水
で
人
が
流
さ
れ
た
り
、
川
岸
に
取
り
残
さ
れ
て
救
助

さ
れ
る
事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

発
達
し
た
積
乱
雲
が
近
づ
く
兆
し
が
あ
る
場
合
は
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

急
な
大
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

災害による被害
をなくすために 局地的な大雨に注意!

急
な
大
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【緊急時の連絡先】
●八重瀬町総務課　☎998− 2200　●島尻消防本部　☎948− 2512
●糸満警察署　☎995− 0110

　

毎
年
６
月
は
、
児
童
手
当
・
特
例
給
付

の
現
況
届
の
月
で
す
。
現
況
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
に
お
け
る
受
給
者
の
状
況
を
確

認
し
、
引
き
続
き
手
当
の
受
給
資
格
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
で

す
。
対
象
者
に
は
、
案
内
文
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
来
庁
し
６
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
平
成

25
年
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
等
】
※
受
給
者
は
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
又
は
母
の
う
ち
所
得
の

高
い
方

①
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
（
児

童
家
庭
課
よ
り
送
付
し
ま
す
）

②
印
鑑
（
認
印
）

③
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し
（
国

民
健
康
保
険
の
方
を
除
く
）

【
状
況
に
よ
っ
て
は
必
要
と
な
る
も
の
】

〈
平
成
25
年
１
月
１
日
に
他
市
区
町
村
に

住
所
の
あ
っ
た
方
〉

・
父
と
母
の
平
成
25
年
度
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書
（
前
住
所
地
の
役
所
が

発
行
）

〈
受
給
者
と
児
童
の
住
民
登
録
が
別
の

方
〉

・
別
居
監
護
申
立
書
（
対
象
者
へ
児
童

家
庭
課
よ
り
送
付
し
ま
す
）

・
別
居
児
童
の
世
帯
の
住
民
票
と
う
本　

（
児
童
の
住
所
が
八
重
瀬
町
外
の
場
合
）

そ
の
他
状
況
に
よ
っ
て
は
、
必
要
な
書
類

等
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
来
庁
受
付
期
間
】

　

具
志
頭
本
庁
舎　

児
童
家
庭
課

６
月
10
日
（
月
）
～　

６
月
21
日
（
金
）

　

東
風
平
庁
舎　
　

１
階
会
議
室

６
月
24
日
（
月
）
～　

６
月
28
日
（
金
）

※
８
時
30
分
～
17
時
00
分
ま
で
（
12
時

か
ら
13
時
を
除
く
）　

※
土
日
・
祝
祭

日
を
除
く

【
郵
送
受
付
住
所
】
※
６
月
中
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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５
９
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瀬
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庁
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児
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手
当
係
あ
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☎
９
９
８
―
７
１
６
３

★☆★児童手当・特例給付　現況届のご案内★☆★

　

糸
満
警
察
署
と
糸
満
地
区
防
犯

協
会
は
4
月
22
日
、
町
内
の
各
小

学
校
の
新
一
年
生
へ
「
イ
カ
の
お

す
し
」下
敷
き
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

「
イ
カ
の
お
す
し
」
と
は
、
防
犯

教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
贈
ら

れ
た
も
の
で
、
事
件
・
事
故
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
「
い
か
な

い
」、「
の
ら
な
い
」、「
大
声
で
さ

け
ぶ
」、「
す
ぐ
に
に
げ
る
」、「
し

ら
せ
る
」
の
頭
文
字
で
す
。
子
ど

も
へ
の
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
警
視
庁
が
考
え
た
防
犯
標
語
で

す
。

防犯・安全用品を贈呈

新一年生へ「イカのおすし」下敷き



八重瀬町こいのぼりの集い	 やえせっ子をしっかり見つめ、みんなで育もう
　八重瀬町の宝である子どもたちの健やかなる成長を祈念する「こいのぼりの集い」が4月 25日、具志
頭農村環境改善センターで行われました。あいにくの雨で、屋内での開催となりましたが、町内の園児約
350名がこいのぼりのうたを元気に歌いました。

　6月より、姉妹都市高知県香南市と
の人事交流がスタート。行政や教育、
文化、産業などを学び交流を図るこ
とで姉妹都市との絆を築きます。▼

▼

八重瀬町へ

香南市へ

　伊藤正和（39 歳）
香南市企画課

屋嘉比健作（30 歳）
八重瀬町企画財政課

前回、人事交流職員→
山本正志さん

　はいさい！平成23年度に高知県香南市から八重瀬
町との人事交流で皆様に世話になりました山本です。
この６月から新たに香南市職員が八重瀬町で生活させ
ていただくことになりました。香南市では主に、企画
課で「まちづくり・地域おこし」等に力を注いできま
した。おっとりとした性格で、いろんな事を相談しや
すい先輩です。口べたではありますが、真面目で実直
な人ですので、八重瀬町の様々な活動に力を発揮して
くれると確信しております。
あらためて、伊藤をよろしくお願いいたします。

やえせ
こいのぼりあしび

　町内の保育園児らの手作りこいのぼりが掲揚されて

いる「やえせこいのぼりあしび」が4月28日、港川

公民館前広場において開かれました。白川ハイツ自治

会の山内平三郎会長の手作り巨大こいのぼり（約18

ｍ）も登場し、会場を盛り上げました。また、会場内

には、段ボール迷路やカヌー無料体験などもあり、Ｇ

Ｗを楽しむ家族づれの姿が見られました。

県内最大級（約 18 ｍ）
巨大こいのぼり

地域の行事・イベントで巨大こいのぼり
を登場させませんか？
白川ハイツ自治会 山内平三郎会長まで
090-1517-2027

民
泊
と
は
？

　

修
学
旅
行
生
な
ど
が
旅
行
先

の
一
般
家
庭
に
宿
泊
し
て
、
地

元
な
ら
で
は
の
生
活
を
体
験
す

る
新
し
い
観
光
の
カ
タ
チ
。

　

何
気
な
い
日
常
も
、
県
外
か

ら
来
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
「
異

文
化
溢
れ
る
沖
縄
」
で
あ
り
、
貴

重
な
観
光
資
源
な
の
で
す
。

地
域
経
済
も
活
性
化

　

ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
施
設
が
少

な
い
八
重
瀬
町
に
と
っ
て
、
民

泊
の
受
け
入
れ
に
よ
る
滞
在
客

の
増
加
は
、
需
要
の
拡
大
、
す

な
わ
ち
地
域
経
済
の
活
性
化
に

繋
が
り
ま
す
。

　

民
泊
で
八
重
瀬
町
を
訪
れ
た

学
生
た
ち
が
、
将
来
再
び
沖
縄

を
旅
行
す
る
際
、
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
八
重
瀬
町
を
訪
れ
て
く

れ
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

受
け
入
れ
数
急
増
中
！

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
八
重

瀬
町
で
は
、
観
光
に
よ
る
地
域

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
民

泊
を
推
進
し
て
お
り
、
受
け
入

れ
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
町
内
で
は
約
26
軒
の

家
庭
が
受
け
入
れ
民
家
と
し
て

登
録
し
て
お
り
、
修
学
旅
行
生

た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
に
一
役

も
二
役
も
買
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
予
定
し
て
い
る

民
泊
受
け
入
れ
数
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
大
幅
に
増
え
る
予
定

で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
新

た
な
受
け
入
れ
民
家
が
今
、
必

要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。　

民
泊
を
受
け
入
れ
る
と
言
っ
て

も
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
い
い

の
？

　

何
も
身
構
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
民
泊
は
、
ご
自
宅
が
一

戸
建
て
で
、
生
徒
た
ち
が
寝
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
子
さ
ん
が
独
立
し
て
、

余
っ
て
い
る
部
屋
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

☆
生
徒
た
ち
と
打
ち
解
け
ら
れ

　

る
か
ち
ょ
っ
と
不
安

・�「
お
客
さ
ん
」
と
身
構
え
ず
、

自
分
の
子
ど
も
や
孫
の
よ
う
に

接
す
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

☆
特
別
な
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ

ら
れ
な
い
か
も
・
・
・

・�
特
別
な
も
の
は
い
り
ま
せ
ん
。

日
々
の
生
活
、
ご
く
普
通
の
沖

縄
家
庭
の
生
活
を
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

☆
家
の
食
事
が
口
に
合
う
か

　

心
配
・
・
・

・�

普
段
、
家
族
が
食
べ
て
い
る
家

庭
料
理
が
一
番
で
す
。
沖
縄
の

一
般
家
庭
の
料
理
を
食
べ
る
こ

と
も
修
学
旅
行
生
に
と
っ
て
は

貴
重
な
体
験
で
す
。

☆
受
け
入
れ
は

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
？

・�

受
け
入
れ
民
家
に
は
、
受
け

入
れ
手
数
料
と
し
て
１
泊
２
食

の
プ
ラ
ン
の
場
合
、
生
徒
一
人

当
た
り
６
千
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

受
け
入
れ
は
、
一
家
庭
３
～

６
名
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

民泊の流れ
（例：１泊２日の場合）
1 日目

　14：00　対面式
	 �歓迎のあいさつ、今後の予

定や注意事項などを説明

　14：30　各家庭へ移動
　　　　夕食、入浴、団らん
　　　　�民泊先との心の交流を図る

　21：00　就寝

2 日目

　6：30　起床・朝食
　　　　・�ふれあい交流、体験地域

の歴史や人とふれあいを
楽しんだり、収穫した野
菜や魚を調理して食べる

　9：00　お別れ式
　　　　民泊先とのお別れ

民 泊

普段のおもてなしで
受け入れ、始めませんか？

お問い合わせ
八重瀬町役場
商工・観光係
☎ 998-2344

家族みたいな
　気持ちになった

45 2013.6 2013.6


